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1．はじめに

本企画セッションでは、我が国で開発された地下灌漑システム OPSIS 注 1）の特徴を紹介

し、我が国および世界の畑地農業が抱える課題解決に貢献する技術的特徴を述べる。そし

て、現在進めている OPSIS の研究事例の紹介後、社会実装への課題について議論したい。

2．畑地農業が抱える諸問題

みどりの食料システム戦略において、我が国の食料・農林水産業が直面する持続可能性

の課題として、①生産者の減少・高齢化、②極端気象の頻発、③環境負荷軽減、④国産食

料の安定供給、を挙げている。それに対し、省力化・省人化、スマート農業による労働生

産性の向上、化学肥料の削減、災害や気候変動に強い持続的な食料システムの構築を目指

している。上記で挙げた畑地農業が抱える課題は我が国のみならず、世界の畑地農業でも

同様である。さらに、水資源の乏しい地域では、引き続き節水灌漑技術が求められている。

3．地下灌漑の利点と欠点

地表灌漑と比較し地下灌漑の利点について、地下点滴灌漑を例として以下に述べる 1)。

・蒸発損失を最小限にするため、水利用効率が高く、節水につながる

・根群域に直接かつきめ細かく灌漑できるため、収量増加が期待できる

・灌漑のたびに灌漑設備を再設置する必要がなく、灌漑の自動化も可能である

・スプリンクラーと異なり、強風などの地上の気象条件に灌漑効率が影響を受けない

・地表面が乾燥しているため雑草が繁茂しにくく、農業機械の走行にも悪影響を与えない

・最小限の水で灌漑できるため、送水のためのエネルギー使用量が少なくすむ

一方、地下点滴灌漑の欠点としては、

・地下に埋設するため、技術的に難易度が高く、導入のための初期コストが高い

・灌漑水中に含まれる粒子や炭酸カルシウムなどの析出によるエミッターの目詰まり

・ネズミなどの小動物や作物の根によるドリップチューブなどへのダメージ

灌漑水の水質を適切に維持するのが困難な場合、点滴灌漑のみならずスプリンクラー灌

漑でも持続的に運用するのが難しい。また、地中点滴灌漑においても、ドリップチューブ

より下層への降下浸透による灌漑水の損失が発生する。
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4．我が国で開発された地下灌漑システム OPSIS

OPSIS（図 1）は前述した地下灌漑のメリットを生かしつつ、次の技術的長所を有する。

①地下に埋設された遮水シートによって降下浸透を抑制し、より節水を可能とした

②遮水シートが降雨を集水し、灌漑水として再利用可能かつ土壌の排水機能を高める

③灌漑水は、灌漑パイプに開けた穴（直径 10mm 程度）から行われるため、水質の悪い

灌漑水や植物根では目詰まりが起こりにくい

④設備はほぼ全てが PVC パイプなどの硬質素材から構成されており、小動物による

被害の可能性が少ない

⑤高い水圧が不要なため、新たな配水施設整備や維持管理費が低く抑えられる

⑥灌漑の自動化が可能であり 2)、肥料の自動化も可能である

5．おわりに

国際農研の熱帯・島嶼研究拠点において、2021 年度に OPSIS（図 1）を 3 基（4.5 a、18

×25m）施工した。専用バケットを装着した油圧式ショベルとレーザーレベルで OPSIS ラ

インを施工し、レベル測量機で送水塔、分水器、ポンプ塔の設置深度を確認しながら設置

した。初めて施工する技術支援室職員 2 名が主として施工し、約 3 日間で 1 基の施工が完

了した。基本的な土木施工知識と技術があれば OPSIS の施工が可能である。OPSIS が我が

国および世界の畑地農業の諸問題解決に寄与できるよう研究開発を進めていく。
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図 1 地下灌漑システム OPSIS の構成要素（Outline of OPSIS）
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注 1)OPSIS は（株）パディ研究所、農研機構、（株）クボタシーアイの共同研究で開発された特許技術
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